
監

事

･腰

巻

憩

創刊
W
引
軌
日刊

開

ラ
プ
ラ
ス
塁
望
諭
の
弱
知
と
敬
遊
星
祝
の
婆
鮎
モ
み
伺
ひ
度

し
｡ハ
末

流
市
上
地
)

答

ラ
プ
ラ
ス
時
代
に
於
て
.
太
陽
系
に
つ
き
て
郎
背
な
事
･:=凡
は
rlZ
泣
虫

G
t軌
泣
田
が
ほ
ゞ
1
致
し
て
ゐ
ろ
二
宮
､
例
内
相
公
称
G
l方
向
が
何
れ
も

恨
将
(
者
廻
)
で
あ
そ

言

､
e
,
T
軌
道
tェ
姶
ん
で
間
に
狂
い
こ
1,等
で
あ
っ

て
､
ラ
プ
ラ
ス
祝
は
=
れ
辞
の
現
象
か
祝
明
で
ろ
に
は
甚
だ
都
合
が
よ
い

の
rP
あ
あ
｡
天
文
投
の
巡
渉
_こ
つ
れ
て
plC
.天
王
晶
の
日
和
榊
11
軌
給
田
.i

封
し
て
港
だ
傾
斜
L
､
脂
王
晶
は
正
tニ
還
し
-
､
縮
流
%
11こ
も
傾
斜
ぜ
ろ

も
の
が
あ
る
=
寸,ー
hS
:木
瓜
､
土
盛
､
天
王
晶
､
編
五
品
の
柑
尻
の
み

ろ

i
の
け
油
粕
(先
細
)
で
あ
る
=
ミ

eiT
現
今
見
ら
れ
ろ
足
付
冒
鎗

'"
余
部

は
渦
状
か
な
し
､
そ
れ
ね
純
成
す
る
糊
質
-エ
ス
ぺ
ク
p,L
>･
研
究
に
よ
れ
ば

式
断
髄
で
は
な
-
て
舵
髄
叉
は
小
た･i
ろ
附
触
り
雄
リ
で
あ

る
こ
?,が
知
れ

t
i｡
=
れ
等
は
ラ
プ
ラ
ス
説
の
羽
鮎
で
あ
る
が
､
世
力
韓
の
故
ゆ
る
問
相

槌
捌
盤
の
不
醍
ミ
い
ふ
けり
堪
1J
iフ
プ
ラ
ス
蹴
1)
は
公
然
聖

止
し
･花
-
な
つ

i
l
o米

関
り
チ
ャ
ン
バ
P
.ノ
､

ム
>.
rL
ン
嗣
氏
の
紋
氾
虚
説

Ph
netes:Lnla

l

h
JV
POLh
csis
は
以
上
の
紋
別
砧
州側
ふ
i1
め
に
唱

へ
ら
rL
t
祝

で
『二
品
が

宰
相
み

.･g

行
し
て
ゐ
ろ
間
に
偶
然
に
州
接
近
で
る
O
さ
-
す
る
.fJ
お
互
.i

引
力
が
作
用
す
る
i1
め
に
辞
し
-
挺
化
し
て
長
-
り
ぴ
､
引
力
の
拭
い
塊

合
は
法
に
外
部
が
破
れ
て
､
内
部
か
ら
:,山
勘
の
質
物
み
班
Si
で
ろ
椛
に
な

質

疑

臆

答

ろ
O
配
に
糊
暇
か
結
け
る
か
ら
渦
状
鼠
望

SIT)
i
l

lT
neb171a
･fJ
な
ろ
O

:

町
見
栄
な
つ
-
れ
ろ
小
粒
盈

P
h
n
ctesim
nl
は
局
部
的
中
心
に
托
せ
し

て

今
日
の
加
卓
粒
q
f､
小
鞘
品
の
靴
記
号
か･Sつ
た
の
で
あ
る
』
だ
い
ふ
｡
こ

の
説
に
よ
れ
ー
大
槻
系
に
は
初
め
か
ら
中
心
轍
が
存
在
し
て
ゐ
iI
‥
官

に

iLi
リ
.
氾
晶
の
軌
5.池
田
の

一
致
ぜ
誓

言

や
恨
柑
辺
将
芥
揃
の
=
せ
け
､

中
心
轍
よ
り
洩
tQ
,も
り
叉
は
鮮
魚
の
小
さ
い

-
ら
tュ
潮
汐
作
用
秘
史
む
ろ

ニ
?J
も
少
-
て
､
史
だ
十
分
に
中
心
牌
の
支
配
か
受
け
7-
様

にtL･iら
ぬ
も

り
だ
官
紀
明
し
終
る
｡

非
の
外
こ
の
就
_ユ
天
醒
朔
棚
か
ら
終
i1
事
解
放
に

力
韓
上
の
法
則
に
-
食
っ
て
ゐ
ろ
の
で
み
ろ
.

し
か
し
ー
菰
ミ
盈
宅
が
そ
れ
職
接
妃
し
て
速
に
街
甥
で
る
せ
い
ふ
株
な

J
rだ
が
起
り
終
る
梯

骨
が
歴
あ
る
か
香
か
せ
い
ふ
こ
TJ
は

山
部
の
韓
瀞
に

疑
ほ
れ
て
わ
芥
｡
地
球

節
二
番
第
四
雄
及
餅
六
跳
ー
紘
山
博
士
の

『地
球

の
放
れ
ろ
ま
で
』
Jr仲
爵
旧
さ
れ
た
L
C'
(
上
治
)

開

演
閉
山
は
富
士
､
那
須
何
れ
の
火

山

脱
に
械
す
ろ
ヤ
ー
又
火
山
ね
或

る
系
統
に
屈
ぜ
し
め
ィ〔
弧
線
如
何
｡
(光
来
Ⅰ
姓
)

答

那
覇
火
山
櫛
に
屈
す
0
榊

i
系
統

の
別
紙
叉
_ェ
柿
追
放
に
境
川
せ
り

寸｣
考

へ
ら
ろ
1
火
川
か
辿
れ
て
7
つ
り
火
山
群
tJ
す
る
｡
『
火
山
粍
i
tJ
い

ふ
誹
_‡
地
政
の
押
曲
に
ょ
ス
山
脈
官
批
同
L
瓢
附

し
易
卓

も
以
て
､
附
昏

灘
は
_『
火
山
群
i
tJ
い
ひ
L
L
い
O

開

額
国
臨
席
壁
化
観
測
厨
説
紀
の
由
狭
子
現
在
の
鵜
洲
析
名
松
知
り
た

し
｡
(
櫛
糊
､
沌
畔
地
〕

答

緯
度
縫
化
の
鮮
斑
は
第
十
八
位
相
頃
か
ら
多
少
牲
志
さ
れ
て
厨
i1
け

れ
+,/)､
担
化
は
極
め
て
侶
で
あ
る
か
ら
､
刑
測
上
り
視
差
か
･J
加
持
的
tJ

4iJ打
て
ゐ
L
i｡
:
八
二
二
年
嵩
開
プ
ル
Ti
y
天
文
基
で
は
､
担
化
の
邸
蟹
在

芸

心

七
五



地

球

認
め
て
鵜
拭
棚
地
撰
協
骨
に
拙
H
L
た
り
で
､
協
骨
で
は
将
過
が
ブ
タ
ダ

ム
天
文
砧
で
ニ
ケ
串
間
=S
測
L
LJ
底
､
欝
化
は
磁
･:S
で
あ
る
ミ
ru
れ
LIo

其
後
､

1
八
九
六
年
堀
田
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
於
げ
ろ
同
協
骨
組
骨
に
於
て
､

=
れ
私
問
題
さ
せ
ら
れ
､
列
樹
非
同
で
観
測
す
る

こ
TJ
ゝ
な
り
一
次
の
低

件
_こ
よ
っ
て
観
測
所
の
使
役
か
規
定
す
る
こ
～J
し
な
っ
た
｡
叫
数
筏
的
組

僻
､
即
ち
訴
連
ね
少
-
す
る
i
l
め
に
岡
緯
度
の
地
払
拭
び
各
減
刑
坪
_ユ
な

ろ
べ
-
維
戊
九
〇
煙
ー
叉
_i

一
二
〇
度
宛
り
距
離
に
紀
-
り
が
健
な
る
･こ

亡
､
判
搬

川
上

の
相
伴
､
即
ち
天

偵
北
通

り
関
係
か
ら
蹴
紺
に
不
伐
の
少

な
い
低
位
ー
料
地
賢
の
少
い
土
地
､
･TM
猫
陳
分
布
､
即
ち
各
判
洲
仰
6
)舵

離
本
紙
滞
な
ら
し
め
ろ
た
め
に
､
海
陸
分
布
の
都
合
よ
き
経
度
た
る
=
?J

何
文
化
1
位
蛸
的
闘
将
､
即
ち
砲
信
愛
迫
等
に
芥
傑
な
-
､
且
つ
位
鵬
地

i
lろ
,
11J｡

蘇
り
偵
仲
に
ょ
つ
て
.
我
が
日
本
は
弊
園
に
偵
輔
地
ミ
し
て
あ
げ
ら
れ

た
｡
佃
L
J.
押
絹
口
芥
に
は
梅
雨
期
が
み
ろ
た
め
に
之
な
逃
げ
て
､
来
校

一
四
〇
戊
地
よ
り
米
で
小
m
原
･
白
河
エ
｡a
島
｡仙
感
｡
水
緒
｡
青
森
等
に
就

tJ
叶
煉
句
末
､
水
鞘
(
北
緯
三
九
戊
八
分
)
が
虎
も
鳩
常
}J
淡
先
さ
れ
た
.

よ
っ
て
他
の
脚
捌
桝
も
之
1J
同
緯
旗
(分
よ
で
)
の
地
11
記
-
こ
ぞ
に
な
っ

て
､

T
八
九
九
年
か
ら
北
ハ岡
槻
捌
私
始
め
ろ
に
寅
つ

ii｡
初
め
は
北
半
球

に
三
ヶ
所
叉
_ェ
四
ヶ
所
の
親
和
仰
払
設
け
ろ
珠
光
で
あ
っ
た
が
､
煤
怒
約

に
参
加
し
ii
桃
醐
桝
も
あ
っ
て
､
紳
周
ー
六
ヶ
所
か
符
-
=
､TJ
に
な
つ
ii

の
で
み
ろ
O
そ
れ
等
各
制
洲
桝
の
練
磨
は
水
伴
1J
同
株
で
､
紅
旗
t･i
左
り

池
リ
で
あ
る
｡

水
滞
(
日
本
)
東
経

]
四

1
戊
八
分

y
ヤ
〃
ゲ
71
イ
(北
阿
岸
脚
､
.中
央
改
柵
.FI_q
U訳
紺
六
三
康
二
九
分

.

第
四
番

琴

表

裏

JFi
ハ

カ
ル

ロ
フォ
〃
テ
(節
.5
､
サ
>_

ダ
ニ
ヤ
四
隅
小
･i
PU
束
絞
八
度

仙
九
分

ダ
イ

サ

ー
ス
デ

ル
タ
ハ北
米
東
部

)
西
経
七
七
度

叫
二

分

ジ
ン
,ツ
ナ
チ
(北
淡

中
郡
)
四
紅
八
四
戊
二
五
分

ウ
キ
ヤ

(
北
米
四
郎
)
閉
経

一
二
三
戊

こ
こ
分

薪
の
中
ー
ダ
イ
サ
ー
ス
-Tl
>～
㌢
搬
純
粋
は
組
数
鮒
眠
り
i1
め

一
九

i
五

年
よ
り
歴
止
さ
れ
､
シ
ャ
ル
ヂ
ユ
イ
観
測
所
は
大
鞘
の
ii
め
音
信
不
泡
.i

て
､

一
九

叫
四
年
よ
り

判
醐

締
み
中
央
局
に
返
ら
ず
､
シ
ン
シ
ナ
チ
朔
洲

肝
は

7
九

一
五
年
よ
り
鵬
棚
不
可
能
の
鞄
由
に
て
磨
止
さ
れ
た
｡
現
今
で

_‡
水
深
･カ
ル
ロ
フ
ォ
>_
テ
･
ウ
キ
ヤ
望

二
ヶ
所
で
あ
る
が
､
互
に
祁
似
ii

抑
朋
に
存
在
す

る
か
ら
和
食
が
よ
い
｡
し
か
し
､
漸
-
､
座
概
み
定
め
る

に
足
る
り
み
で
わ
･
か
ら
~
ダ
イ
サ
ー
ス
ア
>̂
㌢
槻
納
所
の
筏
繍
み
促
し

て
ゐ
ろ
0
倍
､
木
村
博
士
Li
よ
り
て
､
殊
,1
有
名
,1
な
つ
穴
水
畔
朔
州
印

1

7
九
二
二
年
ロ
ー
マ
で
催
さ
れ
i1
騎
械
天
文
聯
況
骨
の
故
紙
に
よ
り
乾

固
終
頗
園
化
観
測
野
栄
の1中
央
局
亡
せ
ら
れ
､
創
立
以
水
和
逸
ホ
ブ
タ
ダ

ム
で
放
っ
て
ゐ
i1
7
切
の
串
蓑
計
測
_王
水
時
に
於
て
貿
行
す
そ

さ

ゝ
な

っ
た
の
で
み
ろ
･0

紺
､
南
中
郷
で
は
､

シ
ド

ニ
ー
･
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
･
サ
ン
チ
ャ
ゴ
附
虻
が

侠
箭Ii
地
U
せ
ら
れ
て
ゐ

た
が
､
こ
れ
辞
は
兜
現
在
見
ず
し
て

7
九
〇
六
年

か
ら
附
締
三

"
度
五
五
分
に
わ
あ
次
の
二
一ヶ
所
で
朝
醐
さ
れ
つ
～
み
t<･O

ベ
イ
ス
ウ
オ
ー
タ
ー
(
西
棟
洲
)東
経

〓

五
段
五
五
分

オ
ン
カ
チ
肘
(
ア
ル
セ
ン
チ
ン
)
閉
経
六
三
度
四
二
分

(
上
泊
)

問

耐
火
粘
土
(侭
に
水
野
)
り
成
因
瀧
に
共
立
成
分
11
つ
与
て
(
愛
知
､曽

田
)

嘗

粘
土
は
正
長
石
､
斜
長
石
J.
米
式
､
輝
石
､
角
閃
石
､
韓
帆
-
妹
土



私
有
す
る
織
物
の
鰯
叫伐
的
に
し
て
ifJTJ
し
て
含
水
純
納
仙蜘
紳士
よ
.り
成
る
､

用
土
の
成
田
に
こ
粍
め
り
､

7
托
正
長
石
斜
長
石
等
が
火
,2
倍
謝
り
蝕
静

ミ
し
て
鞍
放
す
‥ハ
武
桝
及
粗
品
の
作
用
tこ
よ
-
分
附
成
出
せ
ら
ろ
ろ
も
り

随
っ
て
此
韓
の
孤
拘
わ
食
む
山:S
石
碑
に
花
尚
砦
､
石
英
斑
射
､
石
非
枇
田

山雪

安
山
岩
地
方
に
多
-
見
ら
ろ
､
他
の

Z
は
恢
軸
線
に
雨
水
中
に
輔
解

せ
ろ
供
粒
が
坊
土
質
り
柾
脱
的
な
分
解
L
其
中
の
､
ナ
rl
P
サ
ム
､
カ
p

･>
ふ
､
カ
ル
シ
サ
<
な
椛
限
り

l
部
TJ
非
に
揃
液
tJ
し
て
流
し
去
り
､
水

は
紫
土
及
裸

留

椛
放
り

7
耶
･～
結
合
し
て
含
水
砧
酸
壮
士
蜘
ち
粘
土
和
也

ず
る
所
謂
風
化
作
用
に
ょ
ろ
も
り
な
り
｡
姉
-
成
血
せ
ら
れ
ii
ろ
粘
j･洋

共
成
出
場
所
.1
存
在
し
叉
は
水

_こ虹
ば
れ

て
他
所
に
餌
搬
せ
ら
れ
沈
糾
し

て
成
肘
川村
}晶
ハに
恰
み
な
す
｡

而し
て
粘
土
中
称
に
砧
限
り
蕊
多
-
不
純

佃
少
な
-
よ
-
:描
熱
に
耐

へ

得
ろ種
籾
私
耐
火
粘
土
三
省
ふ
､
属
既
視
噺

戸
地
方
に
鏡
で
も
*
締
ま
桝
て
る
tェ
耐
火
粘
土
の

l
柿
に
し
て
成
囚
役
潜

に
威
し
節
三
組
恰
中
.1
成
付
し
多
丑
の
鍵
片
私
有
し
娘
色
叉
は
鵜
褐
色
在

英
で
ろ
･J
の
な
り
｡

左
_二
二
三
耐
火
粘
土
の
分
析
の
飴
鬼
を
祈
さ
ん

琶

警

(
詔

節
)

石
笠

土
(謂

?)(摺
ナ
)

ホ
純

尾
張
似
戸
買
､詔

書
嘉

.0
lコ
穴

0
ー(
阿
0
1
竺

0
1
空

0
ー八
】

蛇
口

英
紙
土
岐

-11品
､浩

三
､eit
0
､八O
C
､
只

0
､
品

誠
､望

誓

文

ー

耐
火
粘
土

磐
城

望
Iま

き

､八六
l]
.蒜

0
､MO
O
､
〓

0
1
品

0
東

関

田
園
都
市

(
静
岡
悦
畔
地

)

答

田
園
都
市
鑑
捌

(
G
pTd
en
C
ity
lW
.vem
en
t)
は
住
宅
問
題
の
解
決

1J
泌
常
な
る
都
市
計
許
私

行
ふ
.･S
Z鋤
で
､
妃
世
に
放
け
る
松
城
工
業
の
雄

途
t
<
口
私
大
都
田
に
筏
申
ぜ
し
め
､
悶
尉
私
雅
腰
に
蹄
せ
し
め
ろ
､
こ

既

視

脇

I
等

り
傾
向
払

阻止
し
ー
加
仰山印
せ
川
川_
?}
り
均
仙澱
み
焼
山似
せ
､し
め
ろ
J､ト
め
に
E

闘
地
方
に

新産
業
都
市
み
薄
地
せ
し
め
る
こ
TJ.&
そ
の
日
的
で
あ
る
｡
‥

り
鎚
劫
に

一
八
九
八
年

に
英
国
の

E
b
enezer
ff.w
ard

が
懇
托
し
4i

T
o
･m
orrow
:
a
P
cICertlt
P
ath
to
S
ociat
R
efo
m

に
肪
胎
す
る
も
6
1

で
､

]
九
〇
四

年
に
伶
故
私
法
旦
二
十
弔
哩
の

H
ertford
sb
ire
の
純
段

架
地
域
に

建
設
さ
れ
た

L
etch
w
orth
G
ard
en
C
ity

が
世

鼎
政
和
の
E

園
都
市
で
あ
る
.
こ
の

G
a
Td
e
n

C
ity
は
其
師
雛
六
甲
方
=呪
､
F
irst
G
lr-

d
en
C
ity
,
L
td

･G
.維
皆
に
な
り
､

i
九
二
0
年
に
t
<

口

l
約
二
ヤ
ー

近
し
､

四
十
の

工場
私
有
す
る
に
重
り
､
倍

億
静
の
健
窮
批
態
極
め
て
良

く
､嬰
鬼
の
死
亡
率
が
減
少
L
L
i
e
tで
忽
ち
世
人
の
沈
潜
払
暁
越
し
､
附
馴

都

市
建
設
掛
執
射
し
て
こ
の
起
湖
は
世
罪
的
4･J
な
り
､

一
八

九

九

年
.i

英
国
に
創
立
さ
れ
i1
田
園
都
市
及
び
都
市
計
翌
協
骨

T
h
e
G
ard
en
C
itv

an
d
T
ow
n
P
h
TLn
ing

A
ssociatio
n
私
政
甘
1)
し
て
今
日
で
t‡
仰
甜

田
､

弼
逸
､喚
大
利
､波
閲
ー田
切

牙
等
の
鮪
均
に
同
株
の
協
骨
が
存
し
て
在
り
､

]
九

l
四
年
1.'.
托
国
際
田
問
郡
市
及
び
都
市
計
妥
協
骨
が
設
立
4･tlれ
倣
鼎

金
地
に
亙
っ
て
そ
の
愈
馬
私
有
L
t
1
九

1
内
申
に
は
巴
弘
に
､
f
九

1
九

年
暮ニ
ーエ
ア
り
ユ
タ
セ
ル
及
び
伶
故
に
そ
の
大
骨
が
開
鵬
さ
れ
ii｡
(
夏
見
)

1
17九

七
七



地

球

地
理
科
本
試
験
問
題

(相
和

帥
恥
霜

)

7

大
正
十
二
年
九
月

1
日
の
開
成
大
地
震
に
伴
ひ
て

起
･Jl
た
る
地
殻
の
捷
動
に
つ
き
て
遇
べ
よ

こ

北
ア
メ
リ
カ
の
氷
時
代
に
於
で
氷
河
鎗
展
の
形
勢

ビ
そ
の
返
却
後
に
於
け
る
地
形
の
塵
化
に
つ
き
で

逃

..(
よ

三

ヨ

ー
ロ

ッ
パ
'J
於
て

7
年
を
通
じ
て
蘭
の
卓
越
風

の
吹
-
理
由
拝
に
其
の
影
響
に
つ
き
て
記
せ

四

江
蘇
省
の
地
陶
を
描
き
其
の
人
文
地
理
を
説
明
せ

A

五

ス

コ

ツ
J･
ラ
ン

ド
の
地
園
を
描
き
其
の
自
然
地
域

を
説
明
せ
よ

六

世
鼎
的
商
品
だ
し
て
の
蒲
洲
大
豆
に
つ
き
で
知
る

所
を
記
せ

七

左
の
地
に
つ
き
で
知
る
所
を
記
せ

邑

知

潟

常

煉

鮮
四
番

第
二
娩

エ

ス
ト

こ
ヤ

E
s
t
h
o
Ltia

ノ

ー

ム

N
o
m
e

タ

ン

ピ

コ

T
a
m
p
IC
O

看

四
時
間

口

述

試
験

(
7
例
)

第

7
室

二

大
利
盆
地
の
摸
塾
に
つ
き
で
説
明
せ
し
む

二
､
北
米
基
地
の
川
が
蛇
行
し
て
居
る
だ
こ
ろ
の
地

文
人
文
の
説
明
を

な
さ
し
む

第

二

室

1
'
長
門
カ
ル

ス
ト
姦
地
の
説
明

二
､
本
州
中
部
地
方
南
宇
部
の
地
形
の
説
明


